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研究成果の概要（和文）：東アジアの学生たちの間では、欧米英語圏だけではなくアセアン準英語圏出身の英語
教師から英語を学ぶことが一般化している。この学習経験の多様性についての調査を進めた。ただ、コロナ感染
症の影響で現地調査に行くことが出来なかった。そのため、(1)欧米とアセアンへの留学経験者を対象としたア
ンケート調査に加え、(2)日本在住者で、欧米人とフィリピン人両方からの英会話レッスン受講経験者を対象と
したアンケート調査を実施した。フィリピン人という「同じアジア人」の「英語学習者」から英語を学ぶ意義を
見出すことと、「白人英語ネイティブ」教師を理想・目標とする価値観の維持には矛盾がないことが明らかとな
った。

研究成果の概要（英文）：Due to the prolonged impact of the COVID-19 pandemic on the present research
 project, it modified its original plan of conducting research in study-abroad contexts by 
administering online questionnaire surveys to (1) Japanese English learners who have studied English
 both in the English-speaking ASEAN countries and the West and (2) those who have taken private 
online/in-person English lessons both from Western and Filipino English teachers. These studies 
revealed the coexistence of Japanese English learners’ benefit from the diversification of English 
study opportunities and their adherence to (white) native-speaker norms. 
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
英語留学した場合でも、日本にいても、欧米人英語教師以外から英語を学ぶという選択肢が一般的になっている
ことは、日本人英語学習者の英語学習機会の多様性という意味で大きな意味がある。しかしながら、その多様性
は教師たちの階層化とともに進んでいる。そして、その格差を英語学習者だけではなく、英語教育関係者たちも
無批判に受け入れ続けている。「白人英語ネイティブ」を頂点とした認識に対して学術界や一般社会が批判的な
まなざしを持ち続けることの必要性が明らかとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
(1) 韓国や中国など多くの非英語圏出身学生たちにとって、アセアン準英語圏での英語留学は
欧米英語圏での本格的留学を前にした準備場所・期間という位置づけが一般的である。実
際に日本の教育機関や留学推奨産業も、日本人英語学習者たちがアセアン準英語圏を「踏
み台」として英語力と自信をつけることで、次の長期的な欧米英語圏留学に挑戦すること
ができるようになる・なってほしい、という考えを表明していた・いる。 

(2) しかしながら、個人の日本人英語学習たちが韓国人や中国人学生たち同様に、「アセアン
準英語圏で早期・集中英語留学→欧米英語圏で（での）大学留学」という一方方向の留学
を行っているのかどうか、という本格的調査は行われていなかった。 

 
２．研究の目的 
(1) 個人の日本人英語学習たちが韓国人や中国人学生たち同様に、「アセアン準英語圏で早
期・集中英語留学→欧米英語圏で（での）大学留学」という一方方向の留学を行っている
のかどうか、調査を行う。ただし長引く新型コロナ・ウィルス感染症の影響で、予定して
いた現地調査に行くことが出来ない状況が続いたため、欧米とアセアンへの留学経験者を
対象としたアンケート調査を実施した。 

(2) 上記の調査の結果、日本人英語学習者の越境パターンは他の東アジア人学生たちの「踏み
台」としてのアセアン準英語圏での早期・集中英語学習とは違うパターンが見られた。そ
の多様なパターンの背景にある動機や要因について調査した。 

(3) さらに現地調査ができないため、日本在住者で、欧米人とフィリピン人両方からの英会話
レッスン受講経験者を対象としたアンケート調査を実施した。この調査を通じて、英会話
レッスン受講においても、「フィリピン人英語教師レッスン→欧米人「ネイティブ」教師
レッスン」という一方方向の英語学習パターンが見られるのかどうか調査した。 

 
３．研究の方法 
(1) 主に国内での文献調査 
(2) アンケート調査１回目：欧米とアセアン英語圏両方に英語留学経験者 100名（有効回答８
５名） 

(3) アンケート調査２回目：フィリピン人講師英会話受講生 100名（ネイティブ講師レッスン
受講歴有者も排除しない） 

(4) アンケート調査３回目：欧米・フィリピン英語講師レッスン受講経験者 100名（女性限定；
20~50代） 

(5) アンケート調査４回目：欧米・フィリピン英語講師レッスン受講経験者 200名（女性限定；
20~50代） 

 
４．研究成果 
(1) アンケート調査１回目：日本の若者たちが「アセアン」という非欧米英語圏を英語学習や
異文化理解の場として認識し渡航していることが確認できた。しかし同時に、そうした新
たな選択は「ネイティブ英語」を目標モデルとする従来の英語学習の継続に矛盾するもの
ではないことも確認した。つまり、「アセアン→欧米」群にしても「欧米→アセアン群」
にしても，欧米英語圏にて「本場」の「生きた」英語を学んでみたいという動機や「ネイ
ティブの英語」を学校で学んできたという自己認識が留学順序パターンに影響していた。 

(2) アンケート調査２回目：上記のアセアン準英語圏留学経験者への調査同様に、日本にてフ
ィリピン人英語教師からオンライン英会話レッスンを受講している学習者たちに関しても、
強い「白人英語ネイティブ」志向が確認できた。つまり、彼らのレッスン受講理由は講師
たちの「訛り」を気にする段階ではない初級英語学習者としての自覚、欧米圏出身の英語
教師による割高のレッスンとの差別化などの要因が背景にあった。なお、男性44名と女性
55名の受講動機として、男性の場合は仕事での英語使用を理由とした回答が一番多かった
が、女性の場合は海外旅行や「趣味・習い事」という回答が多かった。 

(3) アンケート調査３回目：上記の調査で明らかになったジェンダーという要素をさらに追究
するために、女性たちの英語学習受講目的について調べた。その結果、女性たちは様々な
受講パターンから欧米人とフィリピン人双方から英会話レッスンを受講していること、た
だし、受講目的が「趣味」であったとしても「ネイティブ英語」を目標モデルとする従来
の英語学習観を維持していること、などが明らかとなった。 

(4) アンケート調査４回目：上記の女性に焦点を当てた研究をさらに進め、今回は回答者数を
100名から200名に増やし、統計分析も実施した。その結果、英会話講師がフィリピン人（女
性）でも欧米人（男性）でも関係なく、(1)若い女性ほど「趣味・習い事」目的で英会話受
講している傾向があること、(2)年齢が上がるほどそうではなく、講師の「アクセント・訛
り」が気になるようになること、などが明らかになった。日本の若い女性の英語学習動機
は「白人社会・男性へのあこがれ」であるという説・論・イメージが根強いが、本調査の
結果、フィリピン人（女性）講師によるレッスンを受講する日本人女性への調査に加え、
中高年女性を加えた世代別の調査の重要性が明らかになった。 

(5) 文献調査：(1)-(4)調査により、外国人英語講師から英語を学ぶ機会の多様化と（欧米人英



語ネイティブを頂点とする）階層化に対して、英語学習者たちが当然視していることが明
らかとなった。こうした価値観が日本の英語教育現場でも再生産されているのかどうか確
認するため、中等教育における外国語指導助手と言われるALTたちの採用に関する文部科学
省や関連団体の立場について調査をした。その結果、1977年から変わらない「現代の標準
的な発音」モデルの維持のために、ALTたちの階層化に基づく国籍レベルでの多様性が促進
されていることが明らかになった。 
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